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の緩急を持ちつつも隆起を続けてきたと考えら
れています。隆起に伴い、はじめは元山の中央
部に多数の断層が形成されましたが、現在では
むしろ周辺地域との間に多数の断層が形成され
ています。これは次第に隆起域が拡大したこと
を示唆していると考えられます。このようなカ
ルデラ火山の中央部の隆起構造は “再生ドーム”
と呼ばれます。これはカルデラの下の浅い場所
にマグマが蓄積してカルデラの底の地盤を押し
上げる現象です。硫黄島では活発な地熱活動や
水蒸気噴火活動も伴っていますが、マグマの上
昇・蓄積とともに莫大な熱と火山ガスを発散し
ているためです。
おわりに
　以上のように、硫黄島火山ではここ数千年の
間に大規模なマグマ噴火が生じていたことがわ
かりました。噴火様式が複雑に変化したことや、
マグマと海水の接触による爆発性の増大も防災
を考える上で重要な点です。しかし陸上で確認
できる噴火の事例が少ないので、今後海底や地
下に埋もれた噴出物を把握する調査が必要です。
現在蓄積されつつあるマグマの性質については
直接的に推定ができません。しかし、これまで
の噴出物の岩石学的解析からマグマの性質の時
系列的変遷を把握することで、ある程度推測で
きるようになる可能性があります。
中溶岩流のパンケーキ状の火山体が形成されま
した。その東部が山体崩壊したのち、大規模な
水蒸気マグマ噴火により再び水中火砕流が発生
しカルデラ底一帯を埋め尽くしました。一連の
噴火は短期間に終了したと考えられますが、現
在わかっているだけで1km3を超える大量のマ
グマが噴出しており、カルデラ底はこの際に再
沈降した可能性があります。
摺鉢山の形成
　硫黄島南端部、カルデラの外に位置する摺鉢
山は海抜170m、山頂に直径250m程の火口を
持つ円錐形の火山です。中腹に厚い溶岩が露出
し断崖を作っています。噴火年代はよくわかっ
ていませんが、休止期を挟んだ3回の噴火活動
で形成されたと考えられます。1回目の噴火は
浅海での水蒸気マグマ噴火で水中火砕流を生じ
ました。2回目の噴火では浅海での水蒸気マグ
マ噴火ののち、厚い溶岩流が流出し海面上に島
を形成しました。3回目の噴火では陸上で爆発
的な水蒸気マグマ噴火とマグマのしぶきを噴き
あげるストロンボリ式噴火を繰り返し山頂部の
火砕丘を形成しました。これらの噴火は元山噴
火よりもはるかに小規模だったと推定されます。
再生ドーム形成活動
　摺鉢山の形成後、カルデラ中央部の元山の部
分は次第に隆起し、ついに海面上に姿を現しま
した。現在の元山は海抜100 ～ 120mの台地
（海成段丘）となっていますが、表面が平らなの
は海の波による浸食作用の名残です。台地表面
に付着している造礁サンゴの年代から、約800
年前ないし500年前に海面上に現れたと推定さ
れています。こうして元山が島になったことで、
摺鉢山との間に砂州が発達するようになり千
鳥ヶ原が形成されました。その後現在まで多少
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